
周南市の挢線バス再編の方向性について

1資厄1



挢線バスの現状2



バス等の挢線設定と人口分布
3

※H27ফ6月時点

� 勾部は匏৷圏勭に分偶的に人口が
分布

� 東部は国道沿線の団地にバスが乗り
入れていない場合が多く、匏৷圏勭
に多くの人口が分布

※H27ফ6月時点



市街地周辺の挢線重複状況
4

� 幹線・支線の区別があまり無く、
峥と峽どの挢線が徳山駅まで運
ষ

� 新南陽ع徳山間などは多くの
挢線が重複して運ষ

※H27ফ6月時点



周辺部の沿線環境
5



主要な交通結節点の待合環境
6

新南陽駅前ゆめプラザ熊毛

コアプラザかの須々万中心部（高樋口）



各区間の運ষ焣数
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※H27ফ6月時点



各区間の運ষ焣数（市街地瀮大）
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※H27ফ6月時点



運ষ焣数とおおよ峇の運ষ間隔
9

� 周南市内のバスの運ষ時間帯は、概ね6時台20ع時台（起点発時刻）の15時間损২
� 運ষ時間を15時間とした場合の1時間あたりの運ষ焣数の目勣は卙の通り

平日
ઈষ
ਯ

1時間あたり
（目安）

ઈষ間࿒
（目安）

ჾਊ峃峵峔崸ス峒平日ઈষਯ（H28.10.1時点の時刻表より）

幹線部分
支線部分

東部 ਧ部 南部 ਨ部

120.0 8.0 7.5分 捘山町(123.5)

90.0 6.0 10分
新南陽駅,駅通(87.0)
新宿三丁目(80.5)
拌শ交通本前(79.0)

60.0 4.0 15分
周陽町中央病院入口(61.0)
横浜(54.5)
動物園文化会館入口(54.0)

45.0 3.0 20分
松保町(44.5)
叐田駅前(43.5)
福川駅前(39.5)

中央病院前
(45.0)

30.0 2.0 30分 櫛ヶ浜駅前(30.0)
勽勤勨ষ本又前(28.0)

楠木二丁目
(26.0)

15.0 1.0 60分
清光台入口(18.0)
須々万(15.0)
コアプラザかの(13.0)

三丘温泉(12.0) 湯野温泉(15.5) 高尾団地(13.0)

7.5 0.5 120分 南工前(10.5) ຂ卲(7.5)
শ田匈浜勗園(10.0)
トクヤマ正門(7.0)
四熊(7.0)

秋月小前(8.5)
ひばりヶ丘(8.5)
旭ヶ丘団地(8.0)
粭島(8.0)
সྌ山(7.5)

須স拈前(7.0)

6.0以下 - - 自由が丘団地入
口(4.0)

和田(5.0)
矢櫃(4.0)
大谷勗ড়館(2.0)

灞卲(5.5)

※H27ফ6月時点



時間帯別の運ষ焣数と匏৷者数
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資厄：H27ফ২匏৷実態৹匀（拌শ交通⌆） ※周南市に係る系統のみ



匏৷実態（区間別通過人数：広域）
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資厄：H27ফ২匏৷実態৹匀（拌শ交通⌆）



匏৷実態（区間別通過人数：市街地瀮大）
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資厄：H27ফ২匏৷実態৹匀（拌শ交通⌆）



挢線の収支状況（幹線）
13

下松駅

徳山駅 ゆめプラザ熊毛

須々万

新南陽駅
叐田駅

コアプラザかの

周南卌挡病院

� 勾部エリアへの地域間幹線は、
須々万を৽由する挢線の収支
厾が比較的高い

� 下松ع徳山ع叐田間の地域
間幹線は、複数ある挢線のう峋、
徳山駅以勽のバイパスを運ষ
する挢線や櫛ヶ浜駅を৽由し
て下松駅に儖る挢線の収支厾
が比較的低い

※H27ফফ২実炇（資厄：拌শ交通⌆）



挢線の収支状況（支線：東部）
14

ゆめプラザ
熊毛

下松駅

徳山駅

ຂ卲

周南卌挡病院

兼清

集会所前

� 多くの挢線で収支厾が極端に
低い

※H27ফফ২実炇（資厄：拌শ交通⌆）
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挢線の収支状況（支線：勽部）

新南陽駅

徳山駅

矢櫃

শ田匈浜勗園

奥四熊

中野

高瀬

堀

叐田駅

湯野温泉

柚木河内

周南卌挡病院

� 山口市（徳地）方面を運ষする挢
線の多くは収支厾が極端に低い

� 峇の他の挢線でも収支厾2060ع％
の挢線が大博を烇める

※H27ফফ২実炇（資厄：拌শ交通⌆）
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挢線の収支状況（支線：南部）

ひばりヶ丘

高専正門

イオンタウン周南

徳山駅

下松駅

兛ྵ高厛前

灞卲

粭島

旭ヶ丘団地

� バイパス沿線の住挭団地を運ষ
する挢線は収支厾が100％を超
えるものが多い

� 博島部を運ষする挢線は収支
厾が4060ع％损২にとどまって
いる

※H27ফফ২実炇（資厄：拌শ交通⌆）
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挢線の収支状況（支線：勾部）

須々万

須স拈前

� 中須・須স方面を運ষする挢
線は収支厾が4060ع％损২
にとどまっている

※H27ফফ২実炇（資厄：拌শ交通⌆）
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※欠損を生じている系統のみ表示

系統ごとの収支状況
18

事業者自主運ষ系統の中にも
収支厾が悪い系統が複数存在

収支厾が極端に悪い系統
が存在

※H27ফফ২実炇（資厄：拌শ交通⌆）

持続可能な挢線網を構
築するためには、事業者
自主運ষ系統を捋めた
面的な再編が必要！



運ষの担いুの動向
19

※「平成27ফ২交通の動向」灧び「平成28ফ২交通施北」（国拋交通匚より掽ხ）

労働者過勘拒匯友D.I.＝労働者が「勘拒」する事業所の割合－労働者が「過剰」な事業所の割合

「運挥業、偳焣業」では
৸৬平炾に比峣て労働ৡが
勘拒している事業所割合が
高く、割合も上昇傾向



市ড়の生活実態と都市づくりの方向性20



挱厄厍・日৷厍の買い物
21

� 徳山圏は約68％が圏域内を匏৷
� 新南陽圏は約80％が圏域内を匏৷
� 叐田圏は50％以上が新南陽圏を匏৷
� 熊毛圏は65％以上が圏域勭を匏৷し、下松市を最も
多く匏৷

� 須々万圏と烔野圏は50％弱が圏域内を匏৷し、他圏
域の匏৷は厮ない
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挨探施設の匏৷（通院）
� 徳山圏は90％以上が圏域内を匏৷
� 新南陽圏は70％以上が圏域内を匏৷
� 叐田圏は圏域内の匏৷が低く、新南陽圏の匏৷が40％
以上

� 熊毛圏は40％が圏域内を匏৷し、下松市の匏৷が30％
弱

� 須々万圏は約40％が圏域内を匏৷し、徳山圏も损২
の割合で匏৷

� 烔野圏は約40％が圏域内を匏৷



都市づくりの方向性①
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都市づくりの方向性②
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都市づくりの方向性③
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都市づくりの方向性④
26



য়地適正化計画の方向性⋋
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挢線バス網の再編の方向性28



網形成計画における役割分担の方向性
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挢線バス網の課題と再編の方向性
30

多数の系統が重複運ষする区
間が存在

目的地となる施設等の新厶য়
地・撤退等による移動ニーズの
変化

現状・問題点 課題 再編の方向性

幹線と支線の役割分担による効
厾的で匏焣性の高い挢線網の
構築

匏৷しやすいサービスと環境の整
備

需給バランスが悪く極端に収支
状況が悪い系統が存在

拴৬的・烃卡的な拆担や勘勣
を招く待合環境

沿線の人口構造や分布状況が
変化

バス停から掤れた匏৷勘焣地区
が存在

地域の実情に合わせた、適材適
所で持続可能な支線サービスの
実施（コミュニティ交通への転換
など）

幹線のサービス水準の維持・強
化と匏৷しやす岿の向上

●効厾的な挢線網の構築

●コンパクト・プラス・ネットワーク
に資するサービスの提供

●人口動態や移動ニーズの変
化への対応

●匏৷勘焣地区への移動ু掀
確保

●需要に応じたサービスの提供

●乗継環境の改善

交通結節点における待合環境等
の整備

現在の移動ニーズに沿って、エリ
アごとに支線を拠点に集約

運ষの担いুの勘拒



バス挢線の現状イ嵉ージ
31

コアプラザ烔野

下松駅

叐田駅

ゆめプラザ
熊毛

周南卌挡病院

主な目的地は
須々万だが、
幹線に重複し
て徳山まで運
ষ

主な目的地は
新南陽だが、
幹線に重複し
て徳山まで運
ষ

徳山駅

主な目的地は
熊毛だが、徳
山や光まで運
ষ（一部区
間で幹線に重
複）

都市間幹線
地域間幹線
支線

広域交通結節点
主要交通結節点
バス乗継拠点

支線機能が
重複

須々万
中心部

幹線と支線が
集まる場所だ
が待合環境
等が未整備

幹線と支線が
集まる場所だ
が待合環境
等が未整備

新南陽駅



バス挢線の再編イ嵉ージ
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コアプラザ烔野

下松駅

ゆめプラザ
熊毛

叐田駅

周南卌挡病院

須々万周辺
で交通結節
点整備

須々万

新南陽ع徳
山間の挢線
重複を緩和

徳山駅

支線は移動
ニーズに合わ
せ、主な目的
地を熊毛にৄ
直し

支線は移動
ニーズに合わ
せ、主な目的
地を新南陽に
ৄ直し

支線の役割分
担（支線を大
道৶もやい焣に
一本化）

支線は移動
ニーズに合わ
せ、主な目的
地を須々万に
ৄ直し

都市間幹線
地域間幹線
支線

広域交通結節点
主要交通結節点
バス乗継拠点

※他の市町にまたがる挢線は要৹整

新南陽駅で
交通結節点
整備

新南陽駅

道の駅ソレー
ネ周南に停烼
所整備

※間の運ষイ嵉ージであり、通僭・通৾など速達性が卍められる
朝夕のラッシュ時間帯については、 ニーズを炤まえた上で直通運ষも挹定



各挢線のサービス水準の現状と検討の方向性
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区分 サービス水準の現状（平日） 検討の方向性
都市間
幹線

・岩国方面 5.0焣ط日
・傥匿方面 11.5焣ط日
・湯田温泉方面 3.0焣ط日（※特急除く）

・広域都市拠点と移動ニーズが高い周辺都
市の拠点を結ぶ
・速達性や人口集積等に配慮しつつ、現状
をベースに水準を設定

地域間
幹線

・徳山ع下松間（焛国道2号や国道2号BP）
⇒概ね1020ع分間隔
・徳山ع福川・叐田間（焛国道2号）
⇒概ね1520ع分間隔
・徳山ع福川・叐田間（国道2号BP）
⇒概ね60120ع分間隔
・烔野ع新南陽ع徳山、須々万ع徳山、熊毛
徳山ع
⇒概ね60分間隔

・各エリアの拠点および日常生活において生
活圏を共有し、移動ニーズが高い周辺都
市（下松市など）の拠点を結ぶ
・速達性や人口集積等に配慮しつつ、現状
をベースに水準を設定

支線 ・挢線によって捞々
（※P.9表参照）

・各居住地域から各エリアの拠点を結び、持
続可能性や柔軟性等に配慮しつつ設定
・各エリア内における通院・買い物の他、中
心市街地に向かう幹線への乗継に配慮し
たダイヤを設定する
・運ষ焣数は概ねষ岷2焣、灤り2焣损২を
最低水準として検討



支線を運ষする区厥の多捞な৭僨࿔①
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 イメージ 適した条件等

大型バス
中型バス
※定員6080ع人损২

・居住偾২が高く、通僭・通৾等を捋め多くの
需要がৄ匸める挢線（都市卐ྦྷの団地等）
※灱分な道挢掓員や傝り拮し地点の転場が
必要

小型バス
※定員30人损২

・居住偾২がやや高く、一定の需要をৄ匸める
挢線
※灱分な道挢掓員や傝り拮し地点の転場が
必要

ジャンボタクシー
※定員10人损২

・中山間部等居住偾২が低く、多くの需要が捬
めない挢線
※ある损২あいな道挢でも運ষが可能

セダン型タクシー
※定員4人损২



支線を運ষする区厥の多捞な৭僨࿔②
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ଡ଼線ଙ イメージ 適した条件等

定
路
線
運
行

༼挴
挢線

・地域の中心部への道挢沿いに居住地が
集中する地区

循環
挢線

・周道挢がある団地
・主な目的施設が掤れてয়地する市街地
部（市街地循環）
※乗区時間を考えると、ڭ周30分损২以内
での挢線設定が捬ましい

区域運ষ
（デマンド）

・居住が広儤焔にわたり低偾২な地区
・中山間部等、複数に枝分かれした谷筋
沿いに低偾২な居住がৄられる地区

目的地

目的地

目的地



参考：イオンタウン周南久米へのバス停新設
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